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(57)【要約】
【課題】被検体内に容易に挿入することができるととも
に被検体内において非直線形状を容易に維持できる内視
鏡用ガイドチューブを提供する。
【解決手段】直線状を有するガイドチューブ本体２１と
、ガイドチューブ本体２１の先端２１ｓに固定された、
気体の供給遮断に伴い膨張収縮自在な膨張収縮部２２と
、膨張収縮部２２における内周面２２ｎと外周面２２ｇ
との間に形成された気体供給空間２２ｋに気体を供給す
る気体供給チューブ３５と、を具備し、膨張収縮部２２
は、気体供給空間２２ｋへの気体供給チューブ３５を介
した気体の供給により、非直線状となる設定形状に膨張
する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部が内部に挿通自在な内視鏡用ガイドチューブであって、
　直線状を有するガイドチューブ本体と、
　前記ガイドチューブ本体の挿入方向の先端に固定された、気体の供給遮断に伴い膨張収
縮自在な膨張収縮部と、
　前記膨張収縮部における内周面と外周面との間に形成された気体供給空間に前記気体を
供給する気体供給チューブと、
　を具備し、
　前記膨張収縮部は、前記気体供給空間への前記気体供給チューブを介した前記気体の供
給により、非直線状となる設定形状に膨張することを特徴とする内視鏡用ガイドチューブ
。
【請求項２】
　前記膨張収縮部は、膨張後、前記設定形状となる形状に予め形成されていることを特徴
とする請求項１に記載の内視鏡用ガイドチューブ。
【請求項３】
　前記膨張収縮部は、
　前記挿入方向に沿って設定長さを有するとともに複数の孔が前記挿入方向に沿って設定
間隔を有して形成されたフランジが、前記外周面に設けられており、
　少なくとも２つの前記複数の孔間が、連結部材によって連結されていることにより、前
記気体供給空間への前記気体の供給後、前記フランジの前記連結部材によって連結された
部位が内接円となるよう湾曲して膨張することにより前記設定形状となることを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡用ガイドチューブ。
【請求項４】
　前記フランジは、前記膨張収縮部の前記外周面に対して、前記膨張収縮部の円周方向に
沿って設定間隔を有して複数設けられていることを特徴とする請求項３に記載の内視鏡用
ガイドチューブ。
【請求項５】
　前記連結部材は、前記複数の孔に対して着脱自在であることを特徴とする請求項３また
は４に記載の内視鏡用ガイドチューブ。
【請求項６】
　前記膨張収縮部は、前記ガイドチューブ本体の前記先端に対して着脱自在であることを
特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の内視鏡用ガイドチューブ。
【請求項７】
　前記膨張収縮部は複数から構成されているとともに、前記膨張収縮部毎に前記設定形状
が異なっており、
　前記ガイドチューブ本体の前記先端に対して、前記設定形状が異なる複数の膨張収縮部
が個別に着脱自在であることを特徴とする請求項６に記載の内視鏡用ガイドチューブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の挿入部が内部に挿通自在な内視鏡用ガイドチューブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡は、例えば工業用分野において広く利用されている。工業用分野において
用いられる内視鏡は、細長い挿入部を被検体内となるジェットエンジン内や、工場の配管
、機械内部等の装置内に挿入することによって、被検体内の傷及び腐蝕等の観察や各種処
置等を行うことができる。
【０００３】
　ここで、内視鏡の挿入部を、装置の重力方向上方の外表面に設けられた検査口から装置
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内に挿入して装置内の被検部位を観察する際、被検部位が、装置の検査口が設けられた部
位と同じ部位の内面、即ち、重力方向上側に位置している場合がある。
【０００４】
　この場合、被検部位を観察するには、検査口から装置内に挿入部の挿入方向の先端側（
以下、単に先端側と称す）を重力方向下方に向けて挿入した後、挿入部の先端側に位置す
る湾曲部を略１８０°湾曲させることにより、挿入部の挿入方向の先端（以下、単に先端
と称す）に設けられた対物レンズが被検部位に対向するよう挿入部の先端側の形状を重力
方向に沿ってＵ字状とする必要が生じる。
【０００５】
　ところが、挿入部の先端側を重力方向に沿ってＵ字状とした場合、挿入部の先端側は自
重により重力方向下方に引っ張られるため、湾曲部の湾曲形状を維持することが難しいこ
とから挿入部の先端側のＵ字状の形状を維持することが難しく、被検部位の観察が行い難
いといった問題があった。
【０００６】
　尚、以上の問題は、被検部位が検査口に対して側方かつ重力方向上側に位置している場
合も同様であり、検査口から装置内に挿入部の先端側を挿入した後、湾曲部を略９０°湾
曲させることにより、対物レンズが被検部位に対向するよう挿入部の先端側の形状をＬ字
状とした場合であっても、挿入部の先端側は自重により重力方向下方に引っ張られるため
、湾曲部の湾曲形状を維持することが難しいことからＬ字状の形状を維持することが難し
く、被検部位の観察が行い難い。
【０００７】
　このような問題に鑑み、特許文献１では、非直線形状を有するとともに、内部に挿通さ
れる内視鏡の挿入部を、被検体内において対物レンズが被検部位に対向するようガイドす
るガイドチューブが開示されている。
【０００８】
　よって、例えばＵ字状またはＬ字状に形成されたガイドチューブを用いれば、先ず、装
置内にＵ字状またはＬ字状に形成されたガイドチューブを挿入した後、ガイドチューブ内
に内視鏡の挿入部を挿通させれば、ガイドチューブによって対物レンズが被検部位に対向
する位置まで挿入部を容易にガイドすることができるとともに、挿入部の先端側の形状を
簡単に維持することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１２－１４１２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、非直線形状を有するガイドチューブは、検査口が小径の場合、装置内に
ガイドチューブを挿入し難いといった問題があった。
【００１１】
　このような問題に鑑み、直線状に形成されたガイドチューブの先端側の外周に、牽引ワ
イヤの先端を固定し、直線状のガイドチューブを装置内に挿入した後、牽引ワイヤを牽引
することによって、ガイドチューブの先端側を所定の形状に曲げる構成も周知である。
【００１２】
　ところがこの構成では、ガイドチューブの先端側を曲げるには牽引ワイヤを強く牽引し
なければならず、またガイドチューブの曲げ形状を維持するには牽引ワイヤを牽引した状
態で維持しなければならず、作業性が悪いといった問題があった。
【００１３】
　本発明は、上記問題点に鑑みなされたものであり、被検体内に容易に挿入することがで
きるとともに被検体内において非直線形状を容易に維持できる内視鏡用ガイドチューブを
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提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記目的を達成するため本発明の一態様による内視鏡用ガイドチューブは、内視鏡の挿
入部が内部に挿通自在な内視鏡用ガイドチューブであって、直線状を有するガイドチュー
ブ本体と、前記ガイドチューブ本体の挿入方向の先端に固定された、気体の供給遮断に伴
い膨張収縮自在な膨張収縮部と、前記膨張収縮部における内周面と外周面との間に形成さ
れた気体供給空間に前記気体を供給する気体供給チューブと、を具備し、前記膨張収縮部
は、前記気体供給空間への前記気体供給チューブを介した前記気体の供給により、非直線
状となる設定形状に膨張する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、被検体内に容易に挿入することができるとともに被検体内において非
直線形状を容易に維持できる内視鏡用ガイドチューブを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】第１実施の形態の内視鏡用ガイドチューブを、送気装置及び内視鏡装置とともに
示す斜視図
【図２】図１のガイドチューブ内に内視鏡の挿入部を挿通した状態を概略的に示す部分斜
視図
【図３】図２中のIII-III線に沿うガイドチューブの断面を内視鏡の挿入部の先端側とと
もに示す部分断面図
【図４】図３の気体供給チューブを、ガイドチューブ本体の内周面と外周面との間の空間
に設けた変形例を示す部分断面図
【図５】図３の膨張収縮部の気体供給空間に気体が供給され、膨張収縮部がＬ字状に膨張
した状態を示す部分断面図
【図６】図３のガイドチューブ本体の先端に対して膨張収縮部を固定する構成の変形例を
示す部分断面図
【図７】図２のガイドチューブ本体の先端に対して複数の膨張収縮部が個別に着脱自在な
構成を概略的に示す図
【図８】被検体内に内視鏡の挿入部が内部に挿通された図２のガイドチューブの先端側を
挿入後、膨張収縮部をＬ字状に膨張させた状態を概略的に示す図
【図９】被検体内に内視鏡の挿入部が内部に挿通された図２のガイドチューブの先端側を
挿入後、膨張収縮部をＵ字状に膨張させた状態を概略的に示す図
【図１０】第２実施の形態のガイドチューブにおける膨張収縮部の部分斜視図
【図１１】図１０の膨張収縮部を、図１０中のXI方向からみた平面図
【図１２】図１０の膨張収縮部が収縮状態におけるガイドチューブの部分断面図
【図１３】図１０の膨張収縮部が膨張状態におけるガイドチューブの部分断面図
【図１４】図１０の膨張収縮部のフランジの複数の孔間が連結部材によって連結されるこ
とにより膨張収縮部がＬ字状に膨張した状態を概略的に示す図
【図１５】図１０の膨張収縮部のフランジの複数の孔間が連結部材によって連結されるこ
とにより膨張収縮部がＳ字状に膨張した変形例の状態を概略的に示す図
【図１６】図１０の膨張収縮部の気体供給空間に複数の流路を設けた変形例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１８】
（第１実施の形態）
　図１は、本実施の形態の内視鏡用ガイドチューブを、送気装置及び内視鏡装置とともに
示す斜視図である。
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【００１９】
　図１に示すように、内視鏡５は、挿入方向Ｓに沿って細長で可撓性を有する挿入部１０
と、該挿入部１０の挿入方向Ｓの基端（以下、単に基端と称す）に接続された、把持部１
５ｈを有する操作部１５とを具備している。
【００２０】
　また、内視鏡５は、操作部１５の把持部１５ｈから延出されたユニバーサルコード１７
と、該ユニバーサルコード１７の延出端が接続された装置本体５０とを具備している。
【００２１】
　挿入部１０に、該挿入部１０の先端側から順に、先端部１１と、操作部１５に設けられ
たジョイスティック１５ｊの操作により、例えば上下左右の４方向に湾曲自在な湾曲部１
２と、可撓性部材にて形成された長尺な可撓管部１３とが連設されており、可撓管部１３
の基端が操作部１５に接続されている。
【００２２】
　尚、操作部１５には、ジョイスティック１５ｊの他、先端部１１内に設けられた図示し
ない撮像ユニットにおける撮像動作を指示する図示しない各種スイッチ等が設けられてい
る。
【００２３】
　装置本体５０は、例えば箱状を有しており、例えばマグネシウムダイキャストにより構
成された外装筐体５０ｇに、内視鏡５の上述した撮像ユニットにより撮像された内視鏡画
像を表示するモニタ５５が、例えば外装筐体５０ｇに対し開閉自在に固定されている。尚
、モニタ５５は、外装筐体５０ｇに対し着脱自在であっても構わないし、常にモニタ面が
露出された状態で固定されていても構わない。
【００２４】
　内視鏡５の挿入部１０は、筒状かつ挿入方向Ｓに沿って細長な内視鏡用ガイドチューブ
（以下、単にガイドチューブと称す）２０の内部に挿通自在となっている。
【００２５】
　次に、ガイドチューブ２０の構成について、図２～図７を用いて説明する。　
　図２は、図１のガイドチューブ内に内視鏡の挿入部を挿通した状態を概略的に示す部分
斜視図、図３は、図２中のIII-III線に沿うガイドチューブの断面を内視鏡の挿入部の先
端側とともに示す部分断面図、図４は、図３の気体供給チューブを、ガイドチューブ本体
の内周面と外周面との間の空間に設けた変形例を示す部分断面図である。
【００２６】
　また、図５は、図３の膨張収縮部の気体供給空間に気体が供給され、膨張収縮部がＬ字
状に膨張した状態を示す部分断面図、図６は、図３のガイドチューブ本体の先端に対して
膨張収縮部を固定する構成の変形例を示す部分断面図、図７は、図２のガイドチューブ本
体の先端に対して複数の膨張収縮部が個別に着脱自在な構成を概略的に示す図である。
【００２７】
　図２に示すように、ガイドチューブ２０は、筒状かつ挿入方向Ｓに沿って直線状を有す
るとともに硬質なガイドチューブ本体２１と、該ガイドチューブ本体２１の先端２１ｓに
固定された、気体Ａ、例えば圧縮空気の供給遮断に伴い膨張収縮自在であるとともに、例
えばビニール系の材料から筒状に形成された膨張収縮部２２とを具備している。
【００２８】
　尚、ガイドチューブ本体２１の先端２１ｓに対する膨張収縮部２２の基端の固定は、先
端２１ｓに対して膨張収縮部２２の基端が、接着等により直接固定されていても構わない
。また、図６に示すように、ガイドチューブ本体２１の先端側の外周に対して、膨張収縮
部２２の基端側を被覆した後、糸巻き接着２５等によってガイドチューブ本体２１の先端
に対して膨張収縮部２２の基端が固定されていても構わない。また、ガイドチューブ本体
２１の先端２１ｓに対して膨張収縮部２２は、着脱自在であっても構わない。
【００２９】
　ガイドチューブ本体２１の内部２１ｉは、図３に示すように、挿入部１０及び後述する



(6) JP 2015-33455 A 2015.2.19

10

20

30

40

50

気体供給チューブ３５が挿通される空間を構成している。
【００３０】
　また、膨張収縮部２２の内部２２ｉも、図３に示すように、挿入部１０及び気体供給チ
ューブ３５の先端側が挿通される空間を構成している。尚、図２、図３に示すように、膨
張収縮部２２の先端は開口していることから、内部２１ｉ及び内部２２ｉに挿通された挿
入部１０が、膨張収縮部２２の先端から挿入方向Ｓの前方（以下、単に前方と称す）に突
出自在となっている。
【００３１】
　膨張収縮部２２の内周面２２ｎと外周面２２ｇとの間に、気体Ａが供給される気体供給
空間２２ｋが形成されている。尚、気体供給空間２２ｋは、図２、図３に示すように、先
端及び基端は塞がれている。
【００３２】
　また、ガイドチューブ２０は、ガイドチューブ本体２１の内部２１ｉ及び膨張収縮部２
２の内部２２ｉに挿通されているとともに、気体供給空間２２ｋに先端が接続された気体
供給チューブ３５を具備している。
【００３３】
　気体供給チューブ３５は、気体供給空間２２ｋに連通しているとともに、ガイドチュー
ブ本体２１の基端からガイドチューブ本体２１外へと延出されており、図１に示すように
、基端が送気装置３０に接続されている。
【００３４】
　尚、図４に示すように、気体供給チューブ３５は、ガイドチューブ本体２１の内周面２
１ｎと外周面２１ｇとの間において挿入方向Ｓに沿って形成された空間２１ｋに設けられ
ていても構わない。
【００３５】
　気体供給チューブ３５は、送気装置３０からの気体Ａを、気体供給空間２２ｋに供給す
るものである。尚、気体供給チューブ３５の本数は、１本に限定されず、複数本であって
も構わない。
【００３６】
　膨張収縮部２２は、気体供給空間２２ｋへの気体供給チューブ３５を介した送気装置３
０からの気体Ａの供給により、図５に示すように、非直線形状となる設定形状、例えばＬ
字状に膨張する。尚、設定形状は、Ｌ字状に限定されず、Ｕ字状であってもＳ字状であっ
てもその他の形状であっても構わない。
【００３７】
　即ち、膨張収縮部２２は、気体供給空間２２ｋに気体Ａが供給されていない場合は、図
３に示すように直線状に収縮し、気体Ａが供給された場合は、図５に示すように設定形状
に膨張するよう構成されている。
【００３８】
　尚、膨張収縮部２２が膨張後、設定形状となるのは、膨張収縮部２２は、予め膨張後、
設定形状となる形状に形成されているためである。
【００３９】
　また、図７に示すように、ガイドチューブ本体２１の先端２１ｓには、膨張収縮部チュ
ーブ毎に設定形状が異なる複数の膨張収縮部２２が個別に着脱自在であっても構わない。
尚、図７においては、一例として、ガイドチューブ本体２１の先端２１ｓに対して、膨張
後Ｌ字状となる膨張収縮部２２ａと、膨張後Ｕ字状となる膨張収縮部２２ｂとが個別に着
脱自在な構成を示している。
【００４０】
　次に、本実施の形態の作用を、図８、図９を用いて説明する。図８は、被検体内に内視
鏡の挿入部が内部に挿通された図２のガイドチューブの先端側を挿入後、膨張収縮部をＬ
字状に膨張させた状態を概略的に示す図、図９は、被検体内に内視鏡の挿入部が内部に挿
通された図２のガイドチューブの先端側を挿入後、膨張収縮部をＵ字状に膨張させた状態
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を概略的に示す図である。
【００４１】
　先ず、図８に示すように、被検体である装置６０において、検査口６０ｅが重力方向Ｙ
に直交する平面方向Ｘにおける側面６０ｘに設けられており、被検部位Ｔが装置６０の上
面６０ｊの内面に位置している場合、操作者は、ガイドチューブ２０内に、該ガイドチュ
ーブ２０の先端から先端部１１が前方に突出するよう挿入部１０を挿通した後、内部に挿
入部１０が挿通されたガイドチューブ２０の先端側を、平面方向Ｘに沿って検査口６０ｅ
を介して装置６０内に挿入する。
【００４２】
　この際、膨張収縮部２２は、図３に示すように直線状の収縮状態にあることから、装置
６０内にガイドチューブ２０の先端側を容易に挿入することができる。
【００４３】
　尚、ガイドチューブ２０の先端側を最初に装置６０内に挿入した後、ガイドチューブ２
０内に挿入部１０を挿通させても構わない。
【００４４】
　次いで、操作者は、送気装置３０から、気体供給チューブ３５を介して気体Ａを、気体
供給空間２２ｋに供給する。その結果、図８の２点鎖線に示すように、膨張収縮部２２は
、予め膨張後、Ｌ字状となるよう形成されている場合はＬ字状に膨張する。
【００４５】
　最後に、操作者は、膨張収縮部２２の内部２２ｉにおいて挿入部１０を膨張収縮部２２
の先端から先端部１１が突出するまで膨張収縮部２２のＬ字形状に沿って進行させた後、
先端部１１の先端面に設けられた図示しない観察用レンズを介して、被検部位Ｔを観察す
る。
【００４６】
　尚、図９に示すように、装置６０において、検査口６０ｅが上面６０ｊに設けられてお
り、被検部位Ｔが装置６０の上面６０ｊの内面に位置している場合、操作者は、内部に挿
入部１０が挿通されたガイドチューブ２０の先端側を、重力方向Ｙに沿って検査口６０ｅ
を介して装置６０内に挿入する。
【００４７】
　この際、膨張収縮部２２は、図３に示すように直線状の収縮状態にあることから、装置
６０内にガイドチューブ２０の先端側を容易に挿入することができる。
【００４８】
　尚、この場合もガイドチューブ２０の先端側を最初に装置６０内に挿入した後、ガイド
チューブ２０内に挿入部１０を挿通させても構わない。
【００４９】
　次いで、操作者は、送気装置３０から、気体供給チューブ３５を介して気体Ａを、気体
供給空間２２ｋに供給する。その結果、図９の２点鎖線に示すように、膨張収縮部２２は
、予め膨張後、Ｕ字状となるよう形成されている場合はＵ字状に膨張する。
【００５０】
　最後に、操作者は、膨張収縮部２２の内部２２ｉにおいて挿入部１０を膨張収縮部２２
の先端から先端部１１が突出するまで膨張収縮部２２のＵ字形状に沿って進行させた後、
先端部１１の先端面に設けられた図示しない観察用レンズを介して、被検部位Ｔを観察す
る。
【００５１】
　このように、本実施の形態においては、内視鏡５の挿入部１０が内部に挿通自在なガイ
ドチューブ２０は、直線状を有するガイドチューブ本体２１と、該ガイドチューブ本体２
１の先端に固定された、気体Ａの供給により収縮状態から非直線状となる設定形状に膨張
する膨張収縮部２２とから構成されていると示した。
【００５２】
　このような構成によれば、装置６０内にガイドチューブ２０を挿入する際、装置６０の
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検査口６０ｅが小径であっても、ガイドチューブ本体２１が直線状に形成されていること
に加え、図３に示すように気体供給空間２２ｋに気体Ａが非供給状態においては、膨張収
縮部２２は収縮状態にあることから、ガイドチューブ２０の先端側を、容易に装置６０内
に挿入することができる。
【００５３】
　また、膨張収縮部２２は、気体供給空間２２ｋへの気体Ａの供給により、予め設定され
た非直線形状となる設定形状に膨張することから、装置６０内において、膨張収縮部２２
を、気体供給空間２２ｋに気体Ａを供給するのみにより、装置６０内の広い空間において
も容易に設定形状とすることができるとともに、膨張後の設定形状も容易に維持すること
ができる。よって、図８、図９に示すように、被検部位Ｔが装置６０の上面６０ｊに位置
していたとしても、ガイドチューブ２０の形状を維持したまま、容易に被検部位Ｔまで挿
入部１０をガイドすることができる。
【００５４】
　以上から、被検体内に容易に挿入することができるとともに被検体内において非直線形
状を容易に維持できるガイドチューブ２０を提供することができる。
【００５５】
（第２実施の形態）
　図１０は、本実施の形態のガイドチューブにおける膨張収縮部の部分斜視図、図１１は
、図１０の膨張収縮部を、図１０中のXI方向からみた平面図、図１２は、図１０の膨張収
縮部が収縮状態におけるガイドチューブの部分断面図、図１３は、図１０の膨張収縮部が
膨張状態におけるガイドチューブの部分断面図である。
【００５６】
　また、図１４は、図１０の膨張収縮部のフランジの複数の孔間が連結部材によって連結
されることにより膨張収縮部がＬ字状に膨張した状態を概略的に示す図、図１５は、図１
０の膨張収縮部のフランジの複数の孔間が連結部材によって連結されることにより膨張収
縮部がＳ字状に膨張した変形例の状態を概略的に示す図である。
【００５７】
　この第２実施の形態のガイドチューブの構成は、上述した図１～図９に示した第１実施
の形態のガイドチューブと比して、膨張収縮部は、予め膨張後、設定形状となるよう形成
されておらず、膨張収縮部の外周面に設けられたフランジの複数の孔間が連結部材によっ
て連結されることにより、膨張収縮部は、膨張後設定形状となる点が異なる。よって、こ
の相違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省
略する。
【００５８】
　図１０～図１３に示すように、本実施の形態においては、膨張収縮部２２の外周面２２
ｇには、膨張収縮部２２の円周方向Ｃに沿って設定間隔、例えば９０°間隔を有して、例
えば４つのフランジ２６ｕ、２６ｄ、２６ｒ、２６ｌが設けられている。尚、フランジ２
６の本数は４本に限定されない。
【００５９】
　フランジ２６ｕ～２６ｌは、図１０、図１２に示すように、それぞれ挿入方向Ｓに沿っ
て設定長さを有するとともに、複数の孔４０が挿入方向Ｓに沿って設定間隔を有して形成
されている。
【００６０】
　尚、本実施の形態においては、膨張収縮部２２単体としては、上述した第１実施の形態
のように、気体供給空間２２ｋに気体が供給された後、予め、設定形状となるよう形成さ
れておらず、気体供給空間２２ｋに気体Ａが供給されると図１２に示す収縮状態から、図
１３に示すように直線状に膨張するよう構成されている。
【００６１】
　しかしながら、本実施の形態においては、図１４に示すように、例えばフランジ２６ｕ
の複数の孔４０間が、連結部材８０によって連結されている。
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【００６２】
　このことにより、気体供給空間２２ｋに気体Ａが供給されると、フランジ２６ｕは、複
数の孔４０間が連結部材８０により連結されていることにより、膨張収縮部２２のフラン
ジ２６ｕが設けられた側が伸張し難くなっており、膨張収縮部２２のフランジ２６ｕに対
向するフランジ２６ｄが設けられた側が伸張しやすくなることから、膨張収縮部２２は、
連結部材８０によって連結された部位、即ち、フランジ２６ｕ側が内接円となるよう湾曲
して膨張することにより、設定形状、例えば図１４に示すようにＬ字状となるよう構成さ
れている。
【００６３】
　尚、複数の孔４０間が連結部材８０によって連結されているのは、フランジ２６ｕに限
定されない。
【００６４】
　例えば、フランジ２６ｄの複数の孔４０のみ連結部材８０によって連結されておれば、
気体供給空間２２ｋへの気体Ａの供給後、膨張収縮部２２は、フランジ２６ｄ側が内接円
となるよう湾曲して膨張することによってＬ字状となる。
【００６５】
　また、フランジ２６ｒの複数の孔４０のみ連結部材８０によって連結されておれば、気
体供給空間２２ｋへの気体Ａの供給後、膨張収縮部２２は、フランジ２６ｒ側が内接円と
なるよう湾曲して膨張することによってＬ字状となる。
【００６６】
　さらに、フランジ２６ｌの複数の孔４０のみ連結部材８０によって連結されておれば、
気体供給空間２２ｋへの気体Ａの供給後、膨張収縮部２２は、フランジ２６ｌ側が内接円
となるよう湾曲して膨張することによってＬ字状となる。
【００６７】
　尚、膨張収縮部２２の設定形状は、Ｌ字状に限らず、例えば連結部材８０によって連結
される複数の孔４０の設定間隔を短くすれば、気体供給空間２２ｋに気体Ａが供給される
と、膨張収縮部２２はＵ字状に膨張する。
【００６８】
　また、各フランジ２６ｕ～２６ｌの複数の孔４０に対して、連結部材８０によって連結
する位置を調整することにより、膨張収縮部２２を他の設定形状に膨張させても構わない
。
【００６９】
　例えば、図１５に示すように、フランジ２６ｕに設けられた複数の孔４０の一部、例え
ば４つの孔が連結部材８０によって連結され、フランジ２６ｄに設けられた複数の孔４０
の内、フランジ２６ｕに設けられた連結部材８０から挿入方向Ｓに位相がずれた位置の、
例えば４つの孔が連結部材８０にて連結されることにより、気体供給空間２２ｋに気体Ａ
を供給後、膨張収縮部２２をＳ字状に膨張させても構わない。
【００７０】
　即ち、各フランジ２６ｕ～２６ｌにおいて、複数の孔４０を連結する連結部材８０の位
置を異ならせることにより、膨張収縮部２２を、気体供給空間２２ｋに気体Ａを供給後、
様々な形状に膨張させることができる。
【００７１】
　尚、連結部材８０は、複数の孔４０に対して着脱自在であっても構わない。このような
構成によれば、操作者は、任意の複数の孔４０間を連結部材８０によって連結することが
可能となることから、膨張収縮部２２の膨張後の形状を自由に設定することができる。
【００７２】
　尚、複数の孔４０に連結部材８０が連結されている本実施の形態の作用は、上述した第
１実施の形態と同じである。
【００７３】
　このような構成によっても、上述した第１実施の形態と同様の効果を得ることができる
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。また、複数の孔４０に対して連結部材８０が着脱自在な構成では、１つの膨張収縮部２
２にて、連結部材８０による連結部位を変えるのみで、膨張収縮部２２の膨張後の形状を
操作者の所望の形状に自由に設定することができる。
【００７４】
　尚、以下、変形例を、図１６を用いて示す。図１６は、図１０の膨張収縮部の気体供給
空間に複数の流路を設けた変形例を示す図である。
【００７５】
　図１６に示すように、膨張収縮部２２の気体供給空間２２ｋに、複数の流路、例えばフ
ランジ２６ｕが設けられた位置に流路２２ｋｕを設け、フランジ２６ｄが設けられた位置
に流路２２ｋｄを設け、フランジ２６ｒが設けられた位置に流路２２ｋｒを設け、フラン
ジ２６ｌが設けられた位置に流路２２ｋｌを設けても構わない。
【００７６】
　このような構成によれば、例えば、フランジ２６ｕの複数の孔４０を上述したように連
結部材８０にて連結した後、流路２２ｋｄのみに気体Ａを供給すれば、膨張収縮部２２に
おけるフランジ２６ｕ側が内接円となるよう湾曲する膨張を、より促進させることができ
る。
【００７７】
　尚、以上のことは、膨張収縮部２２において、各フランジ２６ｄ、２６ｒ、２６ｌ側が
内接円となるよう湾曲させて膨張させる場合であっても同様であり、それぞれ流路２２ｋ
ｕ、２２ｋｌ、２２ｋｒに個別に気体を供給すれば、より各フランジ２６ｄ、２６ｒ、２
６ｌ側が内接円となるような膨張を促進させることができる。
【符号の説明】
【００７８】
　５…内視鏡
　１０…挿入部
　２０…内視鏡用ガイドチューブ
　２１…ガイドチューブ本体
　２１…ガイドチューブ本体の先端
　２２…膨張収縮部
　２２ｇ…膨張収縮部の外周面
　２２ｋ…気体供給空間
　２２ｎ…膨張収縮部の内周面
　２６…フランジ
　２６ｕ…フランジ
　２６ｄ…フランジ
　２６ｒ…フランジ
　２６ｌ…フランジ
　３５…気体供給チューブ
　４０…孔
　６０…装置（被検体）
　８０…連結部材
　Ａ…気体
　Ｃ…円周方向
　Ｓ…挿入方向
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35。 通过提供气体，它膨胀为非线性设定形状。 [选择图]图3
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